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自然数を自然数で割る割り算は次のようであった。

（例）

17 を5で割ると商が 3 で余りは 2 である。

この関係を等式で表すと次のようになる。

（例）

23517 

商や余りは 0 になる場合もある。

（例）

3515 
であるから、15を5で割ると商は3で余りは0 である。

（例）

3053 
であるから、3を5で割ると商は0 で余りは3である。

自然数の割り算についてまとめると次のようになる。

自然数 A、 B について、次の関係式を満たす 0 以上の整数Q、 R が一通りに定まる。

RBQA  かつ BR 0
このとき、Q、 R を、それぞれ、 Aを B で割ったときの商、余りという。

A、B を（負の整数も含めて、ただし 0B ）整数としても、同じように定義することができ

る（ 0B とすることが多い）。このときはQが負になる場合がある。

（例）

  33512 

であるから、 12 を5で割ると商は 3 で余りは3である。
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多項式についても、同じように割り算を定義する。ただし、余りについての条件は次数を考え

て、次のように定義する。

多項式 A、B（ 0B ）について、次の関係式を満たす多項式Q、R が一通りに定まる。

RBQA  かつ ［ R は定数 または 0＜（ R の次数）＜（ B の次数）］

このとき、Q、 R をそれぞれ、 Aを B で割ったときの商、余りという。

（例）

   221432  xxxx
であるから、 432  xx を 1x で割ったときの商は 2x 、余りは 2 である。

（注）

定数のみからなる多項式については、次数を 0 ということがある。また、その場合、0 の

みからなる多項式の次数は考えない。したがって、上の定義の後半の条件

［ R は定数 または 0＜（ R の次数）＜（ B の次数）］

は

［ R は0 または 0 ≦（ R の次数）＜（ B の次数）］

と同じことである。

多項式の割り算において、商と余りを求めるには、次のようにするとよい。

x2 1
22x x 3 ） 34x x2 5

34x 22x x6
22x x4 5
22x x 3

x5 2

インデックスに戻る

同類項が縦に並ぶ
ある次数の項がない場合はあける
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